
令和８年熊本地震に係る
第１回岐阜県災害支援対策本部員会議

令和８年熊本地震に係る
第２回岐阜県災害支援対策本部員会議

【日時】 令和８年８月１４日（金） １０時００分～

【場所】 ５階 災害対策本部室
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次 第

１ 令和８年熊本地震の状況と被害概要について

２ 岐阜県からの支援について

３ 派遣職員からの活動報告について

 ①情報連絡員    【防災課 今瀬 課長補佐】

 ②支援職員 【危機管理政策課 加藤 防災情報管理監】
 ③保健師等      【岐阜保健所 山内 技術主査】

４ 本部長（知事）指示
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１ 令和８年熊本地震の状況と被害概要について



１-１ 令和８年熊本地震の被害概要について

人的被害：【熊 本 県】３９３人

（うち死者３９人、重症２６人）

   【大 分 県】軽傷１人

【福 岡 県】重症１人、軽傷１人

【鹿児島県】軽傷１人
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（8月13日 10：00現在）



１-１ 令和８年熊本地震の被害概要について

住家被害：【熊 本 県】全壊 １，２７４棟

大規模半壊 ８棟

半壊 １，０７７棟

一部破損 ９，５６８棟

分類未確定 １６，２７６棟

【福 岡 県】一部破損 ８棟   

重要施設：現時点で被害報告なし
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（8月13日 14：00現在）



１-１ 令和８年熊本地震の被害概要について

避難情報

【避難所開設】８２箇所（熊本県）

避難者数 ３，６８４人

ライフライン

【電気】   停電復旧(熊本県)

【ガス】  ８１７戸供給停止（熊本県八代市） 

【水道】   断水 ２７，７６０戸

（熊本県宇城市、八代市、氷川町）
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（8月13日 14：00現在）



１-２ ①熊本県内の被害について 【市町村別】
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（8月13日 14：00現在）

市町村 避難所 避難者 軽症 中等症 重症 心肺停止 死亡 分類未確定 全壊 大規模半壊 半壊 一部破損 分類未確定 計

熊本市 15 282 11 57 3 0 0 3 0 0 1 2,676 6,220 8,897 0 0
宇土市 1 87 0 0 0 0 0 11 1 0 0 1,177 3,177 4,355 0 1
宇城市 11 711 4 24 1 0 3 0 200 0 800 3,600 0 4,600 4,100 6
美里町 3 23 9 0 8 0 0 0 23 7 16 759 14 819 0 0
玉名市 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合志市 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
大津町 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
菊陽町 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
西原村 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
御船町 1 14 11 6 4 0 0 0 0 0 0 0 1,193 1,193 0 0
嘉島町 2 16 12 0 4 0 7 0 0 0 0 0 316 316 0 0
益城町 1 18 0 7 2 0 0 0 10 0 38 31 2,444 2,523 0 0
甲佐町 4 4 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 947 947 0 0
山都町 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 9 29 38 0 0
八代市 38 2,231 0 0 0 0 20 147 873 0 0 0 1,627 2,500 21,860 29
氷川町 4 295 0 0 0 0 5 14 163 0 195 903 0 1,261 1,800 3
水俣市 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 7 34 0 41 0 0
芦北町 2 3 3 0 0 0 0 0 4 1 20 277 309 611 0 2
津奈木町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0
人吉市 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 18 0 18 0 0
多良木町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2 0 0
球磨村 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2 0 0

あさぎり町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0
上天草市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 78 0 78 0 1

災害と関連する可能性
がある死亡（※） ― ― ― ― ― ― 1 ― ― ― ― ― ― ― ― ―
災害との関連調査中 ― ― 0 0 0 0 2 0 ― ― ― ― ― ― ― ―

合計 82 3,684 57 95 26 0 39 176 1,274 8 1,077 9,568 16,276 28,203 27,760 43

①避難状況 ②人的被害 ③住家被害
④断水(戸)

④給水所

(個所数)
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１-２ ②熊本県内の被害について 【位置図】

熊本県内震度６強以上の市町を掲載 地図情報：国土地理院

熊 本 県

死者   39人

負傷者  354人

住家被害 28,203棟

避難者  3,684人

断水       27,760戸

宇 城 市 
死者     3人

負傷者     29人

住家被害 4,600棟

避難者         711人

断水   4,100戸

氷 川 町 
死者    5人

負傷者      14人

住家被害 1,261棟

避難者   295人

断水        1,800戸

美 里 町 
死者      0人

負傷者     17人

住家被害   819棟

避難者        23人

断水              0戸

八 代 市 
死者    20人

負傷者   147人

住家被害 2,500棟

避難者   2,231人

断水     21,860戸

宇城市 

氷川町 

宇土市 

熊本市 

八代市 

宇 土 市 
死者       0人

負傷者      11人

住家被害 4,355棟

避難者         87人

断水                0戸

益 城 町 
死者     0人

負傷者       9人

住家被害  2,523棟

避難者        18人

断水              0戸

熊 本 市 
死者    0人

負傷者   74人

住家被害 8，897棟

避難者    282人

断水 0戸
益城町 

美里町 岐阜県：対口支援

（8月13日 14：00現在）



宇城市役所 

JR松橋駅

JR小川駅

松橋IC

【避難所の状況】

世帯    24世帯

人員   40名

車中泊          0台

三角防災拠点
センター

１-３ 宇城市の現在の状況

地図情報：国土地理院
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（8月12日 22：00現在）

【避難所の状況】

世帯      5世帯

人員     8名

車中泊          0台

不知火小学校
２F交流スペース

【避難所の状況】

世帯    40世帯

人員   57名

車中泊          2台

不知火防災拠点
センター

【避難所の状況】

世帯   5世帯

人員     8名

車中泊          1台

松橋中学校武道館

【避難所の状況】

世帯    83世帯

人員   124名

車中泊          3台

松橋東防災拠点
センター

【避難所の状況】

世帯    90世帯

人員   125名

車中泊          4台

小川防災拠点
センター

【避難所の状況】

世帯    43世帯

人員   63名

車中泊          1台

ウイングまつばせ 小野部田
小学校体育館

【避難所の状況】

世帯    27世帯

人員      44名

車中泊          0台

【避難所の状況】

世帯    56世帯

人員      87名

車中泊          0台

小川中学校体育館

通行止(高速道路)

運休(鉄道)

宇城氷川
スマートIC

鉄道関係（運休）
●九州新幹線（上下線）熊本～新水俣
●鹿児島本線（上下線）宇土～八代

高速道路（通行止）
●えびのIC～松橋IC（上下）

【避難所の状況】

世帯    44世帯

人員      78名

車中泊          0台

豊野防災拠点
センター

県職員の活動実績がある場所

小川総合文化センター
・ラポート 

【避難所の状況】

世帯    45世帯

人員   65名

車中泊          0台

松橋西防災拠点
センター
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２ 岐阜県からの支援について



２ 岐阜県からの支援について
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県の支援状況（人的）
活動内容 活動場所 活動開始日 累計人数 活動人数

情報連絡 宇城市 8/3～ ２クール　計２名
1名【第1班　県１名】
1名【第2班　県１名】

罹災証明支援、避難所運営支援 宇城市 8/３～ ２クール　計１０名
5名【第1班　県５名】
5名【第２班　県５名】

避難者健康管理(避難所等) 宇土市 8/4～ ３クール　計１３名
5名【第１班　県５名】
4名【第2班　県4名】
4名【第３班　県３名、本巣市１名】

医療支援 熊本県
8/５～
※8/9活動終了

１クール　計1９名 1９名【４隊】

医療支援（本部機能支援） 熊本県 8/1～ 4クール　計7名

1名【第1班】
2名【第2班】
2名【第３班】
2名【第４班】

精神科医療支援
（DPAT調整本部）

熊本県
8/２～
※8/6活動終了

１クール　計4名 4名【岐阜市４名】

熊本県
8/７～
※移動日含む

１クール　計９名 ９名

熊本県
8/７～
※移動日含む

１クール　計４名 ４名

熊本県
8/１２～
※移動日含む

１クール　計２５名 ２５名

ＤＰＡＴ（災害派遣精神医療チーム）

警察

被災者支援部隊

広域緊急援助隊（交通部隊）

種別

保健師等

ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）

ＤＭＡＴコーディネーションチーム

応急対策職員

特別自動車警ら部隊



２ 岐阜県からの支援について
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県の支援状況（物的）

品名 数量 支援先 支援日

非常時糞尿処理セット 60セット×５箱（1,500回分） 宇城市 8月3日（月）

自動フィルムパック式トイレ（クレサナ） ３機 宇城市 8月3日（月）

クレサナC1専用フィルムライナー 10箱 宇城市 8月3日（月）

クレサナX1専用フィルムライナー 10箱 宇城市 8月3日（月）

トイレ用凝固剤 20個×30袋（600回分） 宇城市 8月3日（月）

ポップアップテント ３張 宇城市 8月3日（月）



２ 岐阜県からの支援について
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県の支援状況（その他）

種別 内容

災害義援金 県有施設４８か所に募金箱設置



２ 岐阜県からの支援について
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市町村の支援状況

市町村 種別 支援先 支援内容

人的 熊本県 給水支援職員　計１１名(8/3～8/17)

その他 熊本県 給水車１台(8/3～8/17)

飲料水9,000ℓ

ブルーシート1,000枚

人的 熊本県 給水支援職員　計８名(8/3～8/13)

その他 熊本県 給水車1台(8/3～8/13)

人的 熊本県 給水支援職員　計3名(8/13～8/17)

その他 熊本県 給水車１台(8/13～8/17)

岐阜市

大垣市

中津川市

物的 八代市



２ 岐阜県からの支援について

14

関係団体の支援状況

種別 機関 内容

日本赤十字社岐阜県支部 医療救護班【計7名】（8/６～8/９）

日本赤十字社岐阜県支部 日赤災害医療コーディネートチーム【計4名】（8/13～8/18）
医療支援等
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３ 派遣職員からの活動報告について



３ 活動報告について 【情報連絡員】
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危機管理部 防災課
今瀬 課長補佐

・活動期間：令和8年8月3日(月)～令和8年8月9日(日)

・活動場所：宇城市役所及び市内被災地域

・活動目的：支援ニーズの把握、被災自治体との連絡

調整、県及び関係機関との連絡調整

・活動体制：宇城市の対口支援団体として活動

概要

・情報の収集及び支援ニーズの整理

・宇城市災害対策本部へ参画し、会議への参加及び

入手した情報の共有

・日次報告書を作成し、県へ活動状況を報告

活動内容



３ 活動報告について 【情報連絡員】
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危機管理部 防災課
今瀬 課長補佐

【宇城市内の様子】

・建築物に大きな被害が発生している。

・道路が大きく波打つように変形しており、路

面には亀裂や段差が発生し、車両の通行に支

障をきたしている。

【避難所の様子】

・限られたスペースでの共同生活となっており、

プライバシーの確保等の避難所の環境改善が

課題となっていた。

現地の様子



３ 活動報告について 【情報連絡員】
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危機管理部 防災課
今瀬 課長補佐

・長時間勤務により宇城市職員は疲弊している。

・唐突なプッシュ型支援に対応するために職員

が割かれ、本来の業務に従事できないことが

ある。

現地の様子

・災害時、現地は混乱し想定外のことが起こるため、

事前の備え（マニュアルの充実等）の重要性を再認

識した。

・頼るべきところは頼ることも必要である。

課題



３ 活動報告について 【支援職員】
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危機管理部 危機管理政策課
加藤 防災情報管理監

写 真

写 真

・活動場所：宇城市役所

・仮設窓口にて申請の受付（２５の窓口を用意）

・９時～１６時 申請受付（１６時以降申請書類整理）

・被災状況の写真（画像データ）を確認してシステムに入力

活動内容（罹災証明等申請受付）

・活動場所：ウイングまつばせ、松橋東避難所

・活動日：６日～８日（日毎にメンバー入れ替え）

・岐阜県は日中帯（８時半～１８時頃）に支援活動

・食事提供、避難所清掃、トイレカー清掃、相談受付等

活動内容（避難所運営）



３ 活動報告について 【支援職員】
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写 真

写 真

・（避難所)当初、避難所では床に毛布を敷いただけの状態。

・（罹災証明）宇城市役所職員も当日朝に業務内容説明を受けている状況。

・（共通）被災者から「遠いところから支援に来てもらってありがたい」

とのお言葉を何度もいただいた。

現地の様子、現場の声

・随時変わる状況に対する情報共有のあり方

・受援側と支援側との意思疎通方法

・住民への情報提供方法

課題

危機管理部 危機管理政策課
加藤 防災情報管理監
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３ 活動報告について 【支援職員】

・どんなときも明るい雰囲気づくり

・指示待ちではなく自主的に動けること

・被災者の気持ちに少しでも寄り添えること

チームワーク

危機管理部 危機管理政策課
加藤 防災情報管理監



３ 活動報告について 【保健師等】

・活動期間：令和年8月4日(火)～令和8年8月8日(土)

・活動場所：宇土市西部（主に轟地区、網津地区、網田地区）

・活動拠点：宇土市役所内

※宇土市：人口 35,662人 ／ 避難者数 212人（R8.8.6時点）

概要

活動目的：避難者の健康二次被害の防止

❶避難所避難者の健康管理（宇土地区を除く５か所）

・避難所巡回による避難者の健康状態のアセスメント

・ 〃 避難所の衛生環境状態のアセスメント

❷在宅避難者の健康管理（避難行動要支援者名簿登載者）

・家庭訪問による要支援者の健康状態のアセスメント

（健康状況、受療状況、栄養状態、物資調達状況 等 ）

活動内容 ※訪問進捗 8/6（木）終了時点

岐阜保健所
山内 技術主査

〇避難所の衛生環境アセスメント

〇避難所巡回の様子（椿原公民館）

健康推進課内
後方支援チーム
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３ 活動報告について 【保健師等】
岐阜保健所
山内 技術主査

・ライフラインはほぼ平常どおりだが、一部地域では通水試験中

・コンビニ、スーパーなどは営業

・高齢者、独居者が多く、共助が成立している地域

・避難所避難者は少ないが要支援者が避難しており、不活発状態

・猛暑により弁当配布でなくパン等主食中心の支給もしくは各自調達

・近隣に比べ被害が小さく、専門チームの介入が低調

・災害対応と並行して通常業務開始の準備が進展

現地の様子

・台風接近により、在宅要支援者の健康状況アセスメントが切迫

・不活発状態者の筋力低下、低栄養、口腔内衛生管理が課題

・避難所集約化に向けた避難者の健康関連情報・帰宅できない理由の把握

・罹災証明書の発行事務の遅延や、閉鎖予定の避難所への段ボールベッド

設置など、各部署における対応のずれが発生

・罹災証明発行事務がひっ迫し、地域に密着した災害時保健活動の司令塔である

被災地の保健師が事務処理対応に駆り出される危機

・県持参ＰＣの通信が不安定で情報集約作業に苦慮。衛星回線へ切り替える都道府県もあった。

課題

〇避難所における健康アセスメント （網田コミュニティセンター）

〇現地での打合せ

〇熊本県知事に避難所食料物資の現状説明

23
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○ 今回の報告を通じて、災害発生時には現地職員自身も被災者でありながら対応に当たらなけ
ればならないということがいかに大変であるかを改めて認識した。

○ マニュアルを整備していても、必要な時に活用できなければ意味がない。訓練等を通じて、
実際の災害時に活用できるよう備えておくこと。

○ 災害対応においては、現場での情報共有は重要であるが、共有された情報を基に適切に判断
することも重要である。

○ 被災地では、現地でなければ分からない厳しい状況があることを認識するとともに、刻一刻
と変化するニーズについて的確に情報共有を図りながら、臨機応変に対応すること。

○ 被災された方々は、現在の生活への不安だけでなく、将来に対する大きな不安も抱えている。
被災者の気持ちに寄り添いながら、被災地の方々が健康に復興に向かうことができるよう、引
き続き万全の体制で対応に当たること。また、被害を受けていない自治体としての役割を認識
し、必要な支援に継続して取り組むこと。

４ 本部長（知事）指示
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